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一

　
『
古
今
和
歌
六
帖
』（
以
下
『
六
帖
』
と
略
す
）
は
、『
万
葉
集
』『
古
今
集
』『
後

撰
集
』
を
は
じ
め
、
私
家
集
や
歌
合
な
ど
の
歌
や
、
現
在
で
は
出
典
未
詳
と
さ
れ
る

歌
な
ど
、
四
千
五
百
首
あ
ま
り
を
収
め
た
類
題
和
歌
集
で
あ
る
。
そ
の
『
六
帖
』
諸

本
の
中
に
、
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
印
本
（
以
下
［
和
学
］
と
略
す
）
と
称
さ
れ

る
一
本
が
あ
る
。
こ
の
写
本
に
は
、「
六
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
、
第
一
帖
に
限
っ

て
み
て
も
、
五
十
八
箇
所
に
見
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
「
六
」
書
き
入
れ
が
、『
六
帖
』
の
現
存
諸
本
本
文
と
い
か
な

る
関
係
に
あ
る
の
か
、
次
の
四
本
を
対
象
に
、
第
一
帖
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本　
（
以
下
［
桂
宮
］
と
略
す
）

　

・
永
青
文
庫
蔵
北
岡
文
庫
本　
（
以
下
［
永
青
］
と
略
す
）

　

・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
黒
川
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
［
黒
川
］
と
略
す
）

　

・
寛
文
九
年
版
本　
　
　
　
　
（
以
下
［
寛
九
］
と
略
す
）

な
お
、『
図
書
寮
叢
刊　

古
今
和
歌
六
帖　

索
引
・
校
異
篇（１
）』「

古
今
和
歌
六
帖
」
解

題
に
拠
る
と
、［
桂
宮
］［
永
青
］
は
、
禁
裏
本
Ⅰ
に
分
類
さ
れ
る
二
本
で
あ
り
、
ま

た
、［
寛
九
］
は
近
世
の
流
布
本
、［
黒
川
］
も
同
じ
系
統
の
本
文
を
も
つ
と
さ
れ
る
。

研
究
論
文

　
　
　『
古
今
和
歌
六
帖
』
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
印
本
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
書
き
入
れ
「
六
」
を
め
ぐ
っ
て 

―
―
第
一
帖
を
中
心
に
―
―

福
　
田
　
智
　
子

　

内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
印
本『
古
今
和
歌
六
帖
』に
は
、「
六
」と
記
す
書
き
入
れ
が
存
す
る
。
本
稿
で
は
、第
一
帖
に
つ
い
て
、禁
裏
本
系
統
の
桂
宮
本
・
永
青
文
庫
本
、

近
世
の
流
布
本
系
統
の
黒
川
本
・
寛
文
九
年
版
本
の
現
存
伝
本
四
本
の
本
文
と
比
較
検
討
し
た
。
書
き
入
れ
「
六
」
は
、
和
学
講
談
所
印
本
に
複
数
次
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
た
校
合
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
あ
る
程
度
厳
密
な
姿
勢
で
施
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
和
学
講
談
所
印
本
特
有
の
本
文
の
乱
れ
を
正
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
ま
た
、

「
六
」
書
き
入
れ
に
は
、
比
較
対
照
し
た
前
掲
二
系
統
そ
れ
ぞ
れ
の
、
特
徴
的
な
本
文
に
一
致
す
る
箇
所
が
散
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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二

『
古
今
和
歌
六
帖
』
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
印
本
に
お
け
る
書
き
入
れ
「
六
」
を
め
ぐ
っ
て 

―
第
一
帖
を
中
心
に
―

　
　
二

　

ま
ず
、
作
者
名
に
対
す
る
「
六
ニ
」
書
き
入
れ
を
見
て
い
こ
う
。
用
例
は
全
部
で

八
例
、
注
の
形
式
は
、「
六
ニ
…
」
が
多
く
、「
六
ニ
ハ
ナ
シ
」「
六
」
が
そ
れ
ぞ
れ

一
例
あ
る
。

　
（
１
）
六
ニ　
　
　
　
〔
四
例
〕
七
・
八
・
一
六
三
・
二
一
〇

　
（
２
）
六
ニ
ナ
シ　
　
〔
二
例
〕
一
三
三
・
二
九
三

　
（
３
）
六
ニ
ハ
ナ
シ　
〔
一
例
〕
五
一
四

　
（
４
）
六　
　
　
　
　
〔
一
例
〕
六
三
一

　

こ
の
う
ち
、
五
一
四
番
の
作
者
名
に
は
、「
そ
イ
」
の
異
文
注
記
に
対
し
て
、「
六

ニ
ハ
ナ
シ
」
の
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

すそイ
六
ニ
ハ
ナ
シ

さ
の
を
の
み
こ
と
［
和
学
、
五
一
四
］

　
　

▽
す
さ
の
を
の
み
こ
と
（
傍
書
ナ
シ
）［
桂
宮
・
永
青
・
黒
川
・
寛
九
］

こ
の
書
き
入
れ
「
六
」
の
指
示
は
、「
そ
イ
」
と
い
う
傍
書
が
「
六
」
に
は
存
在
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
六
」
本
の
本
文
に
は
、「
す
さ
の
を
の
み
こ
と
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、『
六
帖
』
の
前
掲
四
本
の

本
文
と
一
致
す
る
。「
そ
イ
」
の
異
文
注
記
は
、「
す
」
と
「
そ
」
の
仮
名
字
母
の
字

形
の
類
似
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
く
、
特
異
な
本
文
で
あ
る（２
）。

　

ま
た
、
二
一
〇
番
・
六
三
一
番
の
作
者
名
に
お
い
て
も
、「
六
」
は
先
の
『
六
帖
』

四
本
と
一
致
す
る
。

　
　

つ六ニら
ゆ
き
［
和
学
、
二
一
〇
］

　
　

▽
つ
ら
ゆ
き
［
桂
宮
・
永
青
］、
貫
之
［
黒
川
・
寛
九
］

　
　

つ
ら
ゆ
き　
或
本
六
［
和
学
、
六
三
一
］

　
　

▽
つ
ら
ゆ
き 

或
本
［
桂
宮
］、
つ
ら
ゆ
き 

あ
る
本
［
永
青
］、

　
　
　

貫
之 

或
本
［
黒
川
・
寛
九
］

と
く
に
後
者
は
、
作
者
名
の
み
な
ら
ず
、「
或
本
」
と
い
う
小
字
書
き
入
れ
を
も
、

「
六
」
の
本
文
と
し
て
書
き
記
し
て
い
る
点
に
注
意
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、［
和
学
］
本
文
、
あ
る
い
は
［
和
学
］
の
「
イ
」
と

記
さ
れ
る
異
文
注
記
に
対
し
、「
六
」
本
は
、［
桂
宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］

と
同
じ
本
文
傾
向
が
見
て
取
れ
そ
う
だ
が
、
さ
ら
に
考
察
し
て
い
く
と
、
状
況
は
そ

れ
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
八
番
の
作
者
名
に
関
し
て
、
書
き
入
れ
「
六
」
は
、［
桂
宮
］［
永
青
］

と
の
み
本
文
の
一
致
を
み
る
。

　
　

壬
六
ニ
丹

生
の
た
ゝ
み
ね
［
和
学
、
八
］

　
　

▽
丹
生
の
た
ゝ
み
ね
［
桂
宮
・
永
青
］、
た
ゝ
み
ね
［
黒
川
・
寛
九
］

「
壬
」
を
「
丹
」
と
記
す
の
は
、
き
わ
め
て
特
異
な
本
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
六
」

本
と
［
桂
宮
］［
永
青
］
と
の
緊
密
な
関
係
が
浮
か
び
上
が
る（３
）。

ま
た
、
一
六
三
番

で
も
、「
六
」
本
の
「
或
本
」「
ゆ
は
ら
大
き
み
」
は
、［
桂
宮
］［
永
青
］
と
の
み
共

通
す
る
本
文
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う（４
）。
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三

　
　

ゆ
け
の
わ
う　
ゆ六ニ
或
本

は
ら　
　
　
　
　
［
和
学
、
一
六
三
］

　
　
　
　
　
　
　

 　
大
き
み
イ

　
　

▽
ゆ
は
ら
の
大
き
み 

或
本
［
桂
宮
・
永
青
］、

　
　
　
（
書
入
ナ
シ
）［
黒
川
］、（
作
者
名
・
書
き
入
れ
ナ
シ
）［
寛
九
］

　

一
方
、「
六
」
本
が
、［
桂
宮
］［
永
青
］
で
は
な
く
、［
黒
川
］［
寛
九
］
と
一
致

す
る
場
合
も
あ
る
。

　
　

志
貴
王
子六ニ
か
ゝ
み
ノ
王
子
ト
モ

　
［
和
学
、
七
］

　
　

▽
か
ゝ
み
の
王
女
と
も
［
桂
宮
・
永
青
］、

　
　
　

一
本
志
貴
皇
子
か
ゝ
み
の
み
こ
と
も
と
有
［
黒
川
］（
頭
注
）、

　
　
　

か
ゝ
み
の
王
子
と
も
［
寛
九
］

七
番
で
は
、
書
き
入
れ
「
六
」
は
、［
黒
川
］頭
注
の
内
容
と［
寛
九
］と
一
致
し
、［
桂

宮
］［
永
青
］
の
本
文
と
は
、「
王
子
」「
王
女
」
の
異
同
が
あ
る
。
ま
た
、
一
三
三

番
の
場
合
も
、
同
様
の
状
況
が
見
出
せ
る
。

　
　

い
せ　
六
ニ
ナ
シ
［
和
学
、
一
三
三
］

　
　

▽
い
せ
［
桂
宮
・
永
青
］、（
ナ
シ
）［
黒
川
・
寛
九
］

こ
の
場
合
、［
桂
宮
］［
永
青
］
は
、［
和
学
］
本
文
と
一
致
し
、
作
者
名
な
し
と
記

す
「
六
」
本
は
、［
黒
川
］［
寛
九
］
と
共
通
す
る
。

　

さ
ら
に
、
残
る
二
九
三
番
で
は
、
先
の
一
三
三
番
と
同
じ
作
者
名
「
伊
勢
」
に
対

す
る
書
き
入
れ
だ
が
、「
六
」
本
は
、［
桂
宮
］
以
外
の
［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］

と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　
　

伊
勢　
六
ニ
ナ
シ
［
和
学
、
二
九
三
］

　
　

▽
い
せ
［
桂
宮
］、（
ナ
シ
）［
永
青
・
黒
川
・
寛
九
］

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
次
の
よ
う
な
点
が
看
取
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
作
者
名

に
対
す
る
書
き
入
れ
「
六
」、
全
八
例
の
う
ち
、［
桂
宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］

の
す
べ
て
と
一
致
す
る
例
が
三
例
あ
る
。
こ
れ
は
、「
六
」
本
の
『
六
帖
』
諸
本
に

お
け
る
本
文
の
正
統
性
を
あ
る
程
度
裏
付
け
る
と
と
も
に
、［
和
学
］
本
文
（
五
一
四

番
の
場
合
は
［
和
学
］
の
異
文
表
記
「
イ
」）
の
特
異
性
、
さ
ら
に
は
誤
写
や
本
文

脱
落
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、「
六
」
本
が［
桂
宮
］［
永

青
］［
黒
川
］［
寛
九
］の
い
ず
れ
に
近
い
本
文
を
も
つ
か
と
い
う
点
を
考
え
る
時
、［
桂

宮
］［
永
青
］（
八
・
一
六
三
番
の
例
）
の
場
合
と
、［
黒
川
］［
寛
九
］
の
場
合
（
一
三
三

番
の
例
）
が
両
様
存
す
る
と
い
う
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
　
三

　

次
に
、
和
歌
本
文
に
お
け
る
書
き
入
れ
「
六
」
に
視
点
を
移
し
て
み
よ
う
。

　
（
１
）
六
ニ　
　
　
　
〔
三
十
四
例
〕（
三
十
二
首
）

　
　

一
五
（
イ
）・
一
七
・
四
九
・
六
六
（
二
例
）・
七
九
・
八
四
・
一
〇
二
・
一
四

　
　

二
（
イ
）・
一
四
八
・
一
六
〇
（
二
例
）・
一
六
四
・
一
七
三
・
一
九
一
・
一
九
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四

『
古
今
和
歌
六
帖
』
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
印
本
に
お
け
る
書
き
入
れ
「
六
」
を
め
ぐ
っ
て 

―
第
一
帖
を
中
心
に
―

　
　

 

二
・
二
〇
七
・
二
〇
八
・
二
一
三
（
イ
）・
二
二
九
・
二
四
一
・
二
六
五
・
二

　
　

七
五
・
三
一
五
・
三
二
九
・
三
四
〇
・
三
五
二
・
三
九
一
・
四
〇
六
・
四
三
三

　
　

・
四
三
七
・
五
二
六（５
）・

七
二
〇
（
イ
）・
七
八
一

　
　
（
イ
）

　
（
２
）
六
ニ
ナ
シ　
　
〔
二
例
〕　

六
五
〇
・
一
〇
八

　
（
３
）
六　
　
　
　
　
〔
七
例
〕

　
　

三
九
七
（
イ
）
・
四
一
二
・
五
二
三
・
五
三
六
・
五
九
九
・
六
二
二
・
六
八
四

　
（
４
）
六
ニ
（
本
文
と
傍
書
を
記
す
）　
〔
七
例
〕（
六
首
）

　
　

 

一
一
三
（
六
ニ
ハ
）・
二
三
七
・
二
四
七
・
二
六
二
（
二
例
）・
三
二
二
・
六
八

　
　

六
（
六
ニ
ハ
）

該
当
箇
所
は
全
部
で
五
十
例
、
四
十
七
首
を
数
え
る
。（
１
）
～
（
３
）
は
、「
六
」

本
の
本
行
の
本
文
、
あ
る
い
は
本
行
に
付
さ
れ
た
異
文
注
記
（「
イ
」
と
示
さ
れ
る
）

を
示
す
が
、（
４
）で
は
、「
六
」
本
の
本
行
を
、
異
文
注
記
と
と
も
に
記
す
。
な
お
、

記
号
（
イ
）
は
、「
六
ニ
…
…
イ
」
あ
る
い
は
「
六
イ
ニ
」「
六
イ
」
と
い
う
よ
う
に

記
さ
れ
た
、「
六
」
本
の
異
文
を
示
す
と
思
わ
れ
る
例
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
和
歌
本
文
に
施
さ
れ
た
書
き
入
れ
「
六
」
が
、
前
掲
の

［
桂
宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］
本
文
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
ま
ず
、

基
本
的
に
考
え
得
る
、
次
の
（
一
）
～
（
四
）
の
場
合
に
該
当
す
る
用
例
は
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
一
）［
桂
宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］
と
一
致
す
る
例

　
　
〔
二
十
三
例
〕

　
　

 

一
七
・
四
九
＊
・
六
六
（
二
例
の
う
ち
後
の
一
例
）・
七
九
・
八
四
・
一
〇
二

・
一
四
八
・
一
六
四
・
一
七
三
・
一
九
一
・
二
〇
七
・
二
〇
八
・
二
二
九
・
三

二
九
・
三
四
〇
・
三
九
一
・
四
〇
六
・
四
一
二
・
四
三
三
・
四
三
七
・
五
二
三

・
五
三
六
・
六
二
二

　
（
二
）［
桂
宮
］［
永
青
］
と
一
致
す
る
例　
〔
七
例
〕

　
　

一
五
＊
・
一
一
三
＊
・
一
四
二
＊
・
一
九
二
・
二
四
一
・
三
二
二
＊
・
七
八
一
＊

　
（
三
）［
黒
川
］［
寛
九
］
と
一
致
す
る
例　
〔
四
例
〕

　
　

六
六
（
二
例
の
う
ち
前
の
一
例
）・
三
一
五
・
三
九
七
＊
・
六
五
〇

　
（
四
）［
桂
宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
例　
〔
二
例
〕

　
　

二
六
五
・
二
七
五

右
に
よ
っ
て
、
全
五
十
例
中
、
三
十
六
例
が
整
理
さ
れ
る
。
な
お
、「
六
」
本
の
本

文
と
異
文
注
記
が
、
と
も
に
該
本
本
文
の
そ
れ
に
す
べ
て
一
致
す
る
と
見
な
さ
れ
る

場
合
に
は
、
歌
番
号
の
後
に
「
＊
」
を
付
し
た
。

　

以
下
、
こ
れ
ら
（
一
）～（
四
）
の
分
類
に
即
し
て
、
具
体
例
を
採
り
上
げ
な
が
ら

考
察
す
る
。
な
お
、
残
り
十
四
例
（
一
〇
八
・
一
六
〇
（
二
例
）・
二
一
三
・
二
三

七
・
二
四
七
・
二
六
二
（
二
例
）・
三
五
二
・
五
九
九
・
五
二
六
・
六
八
四
・
六
八

六
・
七
二
〇
）
に
つ
い
て
も
、
考
察
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
適
宜
抜
粋
し
て
論
じ
て

い
く
。

　
　
四

　

書
き
入
れ
「
六
」
の
全
五
十
例
中
、［
桂
宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］
と
一
致

す
る
例
は
、
二
十
三
例
に
の
ぼ
る
。

　

そ
の
中
に
は
、
次
の
一
四
八
番
歌
の
よ
う
に
、「
六
」
書
き
入
れ
が
、［
和
学
］
本
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文
の
文
法
的
な
不
整
合
を
正
す
本
文
を
示
す
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ
ね

　
　

年
こ
と
に
あ
ふ
と
は
す
れ
と
七
夕
の

　
　
　

ぬ
る
夜
の
か
す
そ
す
く
な
か
り
け六ニ
るり

［
和
学
、
一
四
八
］

　
　

▽
け
る
［
桂
宮
・
永
青
・
黒
川
・
寛
九
］

係
助
詞
「
ぞ
」
の
結
び
と
し
て
、［
和
学
］
本
文
の
終
止
形
「
け
り
」
に
対
し
、
書

き
入
れ
「
六
」
は
、
連
体
形
「
け
る
」
と
い
う
本
文
を
示
す（６
）。

ま
た
、
三
二
九
番
歌

で
は
、［
和
学
］の
第
二
句
冒
頭
「
闇
」
に
対
し
て
、
書
き
入
れ
「
六
」
は
、
本
文
「
見
」

を
提
示
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ
ね

　
　

ひ
る
な
れ
や
闇
六
ニ
見

そ
ま
と
ひ
ぬ
る
月
影
を

　
　
　

け
ふ
と
や
い
は
む
今
宵
と
や
い
は
ん
［
和
学
、
三
二
九
］

　
　

▽
（
第
二
句
）
見
そ
ま
と
ひ
ぬ
る
［
桂
宮
・
黒
川
］、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
そ
ま
と
ひ
ぬ
る
［
永
青
・
寛
九
］

こ
れ
は
、
初
句
「
ひ
る
な
れ
や
」
の
句
末
の
「
や
」
を
、
第
二
句
頭
の
文
字
と
し
て

再
度
読
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
に
、［
和
学
］
で
は
、「
闇
（
や
み
）」
と
い
う
本
文
が

生
じ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、［
和
学
］
の
本
文
の
乱
れ
た
箇
所
に
、
諸
本
共
通
す
る
本
文
を
、

「
六
」
書
き
入
れ
と
し
て
記
す
箇
所
は
、
少
な
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
ゆ
き

　
　

の
へ六なふ
る又家
集
な

を
人
も
も
な
し
と
て
わ
か
宿
に

　
　
　

み
ね
の
し
ら
雲
を
り
て家集
ゐ
る

入
ら
ん
［
和
学
、
五
三
六
］

　
　

▽
（
初
句
）
の
へ
な
る
を
［
桂
宮
・
永
青
］、

　
　
　
　
　
　
　

野
へ
な
る
を
［
寛
九
］、
野
辺
な
る
を
［
黒
川
］

右
の
五
三
六
番
歌
で
も
、［
和
学
］の
初
句「
の
へ
ふ
る
を
」は
、
他
の
四
本
に
比
し
て
、

特
異
な
本
文
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
場
合
、［
和
学
］
の
校
合
に
用
い
た
本
文
は
、

「
六
」
の
他
に
「
家
集
」
も
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
貫
之
の
私
家
集
と
の
校

合
で
あ
ろ
う（７
）。

　

ま
た
、
六
二
二
番
歌
で
は
、［
和
学
］
の
よ
う
に
結
句
を
「
立
わ
た
る
」
と
す
る

本
文
は
、
他
の
四
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　

う
つ
く
し
き
妹
を
思
ふ
と
霞
た
つ

　
　
　

春
日
も
暮
に
立六戀
わ
た
る
か
な
［
和
学
、
六
二
二
］

　
　

▽
戀
［
桂
宮
・
寛
九
］、
こ
ひ
［
黒
川
・
永
青
］

第
三
句
「
霞
た
つ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
結
句
を
「
立
わ
た
る
」
と
す
る

の
は
、
や
は
り
目
移
り
な
ど
か
ら
く
る
誤
写
か
と
想
定
さ
れ
る
。
書
き
入
れ
「
六
」

の
本
文
「
戀
」
は
、
他
の
四
本
に
共
通
す
る
本
文
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
六
」
本
に
よ
る
、［
和
学
］
本
文
の
不
審
点
の
修
正
と
見
な
さ
れ

る
箇
所
が
、
書
き
入
れ
「
六
」
の
全
用
例
の
う
ち
、
半
数
近
く
を
占
め
る
と
い
う
こ

と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、［
和
学
］
本
文
の
乱
れ
の
証
左
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、「
六
」
本
の
本
行
の
本
文
で
は
な
く
、
異
文
注
記
の
ほ
う
が
、［
桂
宮
］［
永
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六

『
古
今
和
歌
六
帖
』
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
印
本
に
お
け
る
書
き
入
れ
「
六
」
を
め
ぐ
っ
て 

―
第
一
帖
を
中
心
に
―

青
］［
黒
川
］［
寛
九
］
本
文
と
一
致
す
る
と
思
し
き
例
が
あ
る
。

　
　

ほ
と
ゝ
き
す
後
の
五
月
も
あ
り
と
て
や

　
　
　
　
　
　
て

　
　
　

な
か六
ニ
く
イ

て
う
月
を
過
し
果
つ
る
［
和
学
、
二
三
七
］

　
　

▽
（
第
四
句
）
な
か
く
う
月
を
［
桂
宮
・
永
青
］、

　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
く
う
つ
き
を
［
黒
川
・
寛
九
］

二
三
七
番
歌
で
は
、
第
四
句
「
な
か
て
う
月
を
」
の
三
文
字
目
「
て
」
に
は
、「
く
イ
」

と
い
う
「
六
ニ
」
書
き
入
れ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
の
四
本
す
べ
て
と
一
致
す
る
本

文
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
「
く
イ
」
と
い
う
異
文
注
記
の
右
に
、
さ
ら
に
「
て
」
と

書
き
添
え
て
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
六
」
本
の
本
行
の
本
文
は
、［
和
学
］
同
様
に

「
て
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
当
該
歌
は
、『
亭

子
院
歌
合
』
の
歌
で
あ
り
、
十
巻
本
に
は
載
ら
な
い
が
、
二
十
巻
本
に
、「
時
鳥
の

ち
の
さ
月
も
あ
り
と
て
や
な
が
く
う
づ
き
を
す
ぐ
し
て
は
て
つ
る（８
）」

と
い
う
本
文
で

収
め
ら
れ
て
お
り
、「
く
」
本
文
を
と
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
、［
和
学
］
本
文

の
修
正
は
、「
六
」
本
の
異
文
注
記
で
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
五

　

次
に
、
書
き
入
れ
「
六
」
が
［
桂
宮
］［
永
青
］
と
一
致
す
る
例
を
見
て
み
よ
う
。

一
九
二
番
歌
は
、［
黒
川
］［
寛
九
］
で
は
、
二
句
目
以
降
、
直
前
の
一
九
一
番
歌
に

目
移
り
し
て
お
り
、
本
文
比
較
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
残
る
［
桂
宮
］［
永
青
］
と
、

書
き
入
れ
「
六
」
と
は
、
共
通
す
る
本
文
を
も
っ
て
い
る
。

　
　

ぬ
れ
き
ぬ
と
人
に
い
は
す
な
菊
の
花

　
　
　

よ
は
ひ
の
ふ六
ニ
そ

と
も
我
そ
ほ
ち
つ
る
［
和
学
、
一
九
二
］

　
　

▽
と
そ
［
桂
宮
・
永
青
］

　

ま
た
、
次
の
七
八
一
番
歌
で
は
、
第
三
句
「
ひ
る
は
た
え
」
に
対
し
て
、
書
き
入

れ
「
六
」
は
、
三
文
字
目
以
降
を
「
き
え
て
」
と
異
文
注
記
す
る
。

　
　

君みか
き
も
り

か
も
る
衛
士
の
燃
火
の
ひ
る
は
たきえ
て
六
イ

え

　
　
　

よ
る
は
も
え
つ
ゝ
物
を
こ
そ
お
も
へ
［
和
学
、
七
八
一
］

　
　

▽
（
第
三
句
）
ひ
る
は
たきえ
て
イ

え
［
桂
宮
］、
ひ
る
は
たきえ
て
イ

へ
［
永
青
］

　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
る
は
もきイえ
［
黒
川
］、
ひ
る
は
たきイえ
［
寛
九
］

す
る
と
、［
和
学
］本
文
「
た
え
」
に
異
文
「
き
え
て
」
を
注
記
す
る
書
き
入
れ
「
六
」

と
同
等
の
内
容
を
も
つ
本
文
は
、［
桂
宮
］［
永
青
］
で
あ
ろ
う（９
）。

ち
な
み
に
、［
黒

川
］［
永
青
］
は
、
本
文
・
異
文
と
も
に
、
助
詞
「
て
」
を
記
さ
な
い
。
な
お
、
初

句「
君
か
も
る
」に
は
、「
み
か
き
も
り
」と
い
う
右
傍
書
が
あ
る
が
、［
桂
宮
］［
永
青
］

は
本
文
・
傍
書
と
も
に
［
和
学
］
の
か
た
ち
で
あ
り
（
傍
書
に
は
「
イ
」
と
記
す
）、

一
方
、［
黒
川
］［
寛
九
］は
傍
書
「
み
か
き
も
り
」
を
本
文
と
し
、
書
き
入
れ
は
な
い
。

　

さ
ら
に
、
三
二
二
番
で
は
、
第
二
句「
た
な
ひ
け
る
と
も
」の
五
文
字
目「
る
」が
、

「
六
」本
で
は「
り
」で
あ
る
と
い
う
。こ
の
点
で
は
、
比
較
対
象
と
す
る
四
本
と
も
に
、

「
六
」
本
と
同
じ
「
り
」
本
文
を
有
す
る
が
、「
六
」
本
の
異
文
注
記
「
る
」
を
も
つ

の
は
、［
桂
宮
］［
永
青
］
の
み
で
あ
る
。
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七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
イ

　
　

あ
ま
雲
の
た
な
ひ
け
る
六
ニ
り

と
も
み
え
ぬ
か夜ハな

　
　
　

ゆ
く
月
か
け
そ
の
と
か
な
り
け
る
［ヒ
ヒ和

学
、
三
二
二
］

　
　

▽
（
第
二
句
）
た
な
ひ
け
りるイと
も
［
桂
宮
・
永
青
］、

　
　
　
　
　
　
　
　

た
な
引
り
と
も
［
黒
川
］、
た
な
ひ
け
り
と
も
［
寛
九
］

前
節
で
触
れ
た
二
三
七
番
歌
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
書
き
入
れ「
六
」は
、「
六
」

本
の
本
文
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
異
文
注
記
ま
で
も
そ
の
ま
ま
書
き
記
す

と
い
う
、
比
較
的
厳
密
な
校
合
態
度
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
一
一
三
番
歌

に
も
看
取
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
イ

　
　

み
そ
き
すつる
イ
六
ニ
ハ
つ
る

る
川
の
瀬
み
れ
は
か
ら
衣
（
以
下
欠
）［
和
学
、
一
一
三
］

　
　

▽
（
初
句
）
み
そ
き
つすイる
［
桂
宮
・
永
青
］、
み
そ
き
す
る
［
黒
川
・
寛
九
］

第
二
節
で
、
作
者
名
に
対
す
る
書
き
入
れ
に
言
及
し
た
際
に
採
り
上
げ
た
五
一
四
番

歌
の
場
合
と
同
じ
く
、
こ
の
歌
で
も
、
ま
ず
「
イ
」
と
い
う
異
文
注
記
が
あ
り
、
同

じ
箇
所
に
重
ね
て
、
書
き
入
れ
「
六
」
が
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
句
「
み
そ
き

す
る
」
の
四
・
五
文
字
目
の
異
文
「
つ
る
」
を
受
け
て
、
こ
の
本
文
と
異
文
と
が
入

れ
替
わ
っ
た
、
本
文
「
つ
る
」、
異
文
「
す
る
」
と
い
う
「
六
」
書
き
入
れ
が
な
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
き
入
れ
「
六
」
は
、［
桂
宮
］［
永
青
］
と
、
本
文
・
異
文

と
も
に
合
致
す
る
。
ち
な
み
に
、［
黒
川
］［
寛
九
］
本
文
は
、［
和
学
］
本
文
と
、

書
き
入
れ
「
六
」
お
よ
び
［
桂
宮
］［
永
青
］
の
異
文
と
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、［
和
学
］で
は
、「
イ
」
と
い
う
異
文
注
記
の
後
、
書
き
入
れ
「
六
」

が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
次
の
四
九
番
歌
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
な
考
察
が
成

り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
　

く
に六ニす
こらイの
若
な
つ
ま
ん
と
し
め
し
野
の
（
下
句
欠
）［
和
学
、
四
九
］

　
　
　
　
　
か　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

―
イ

　
　

▽
（
初
句
）
く
に
す
こらか
イの

［
桂
宮
］、
く
に
すらかこ
の
［
永
青
］、

　
　
　
　
　
　
　

く
に
す
ら
の
［
黒
川
］、
く
に
す
こ
の
［
寛
九
］

初
句
「
く
に
す
こ
の
」
の
四
文
字
目
の
異
文
注
記
「
ら
」
を
受
け
、
書
き
入
れ
「
六
」

は
、
五
文
字
目「
の
」に
対
し「
か
」と
い
う
本
文
を
示
す
。
こ
れ
は
、［
桂
宮
］［
永
青
］

が
、［
和
学
］と
同
じ
く
「
く
に
す
こ
の
」
と
い
う
本
文
を
も
ち
、
こ
れ
に
対
し
て
「
ら

か
」
と
い
う
異
文
注
記
を
有
す
る
の
と
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
示
す
と
見
て
、
ま
ず
大

過
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
当
該
歌
に
お
い
て
は
、［
黒
川
］
は
［
和
学
］

の
異
文
注
記
に
、［
寛
九
］
は
［
和
学
］
本
文
に
、
そ
れ
ぞ
れ
合
致
す
る
。

　

以
上
、［
和
学
］
の
書
き
入
れ
「
六
」
本
が
、［
桂
宮
］［
永
青
］
に
一
致
す
る
例

を
考
察
し
て
き
た
が
、
次
の
歌
は
、
こ
れ
ま
で
の
例
と
は
い
さ
さ
か
状
況
が
異
な

る
。

　
　
　
　

霜
月

　
　

さ
か
し
ら
に
夏
は
人
ま
ね
さ
ゝ
の
葉
の

六
イ
ニ
に

　
　
　

さ
や
く
霜
夜
を
わ
れ
ひ
と
り
ぬ
る
［
和
学
、
二
一
三
］

　
　

▽
（
第
三
句
）
さ
ゝ
の
葉
に
［
桂
宮
］、
さ
ゝ
の
は
に
［
永
青
］、

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ゝ
の
は
の
［
黒
川
・
寛
九
］
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八

『
古
今
和
歌
六
帖
』
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
印
本
に
お
け
る
書
き
入
れ
「
六
」
を
め
ぐ
っ
て 

―
第
一
帖
を
中
心
に
―

す
な
わ
ち
、
第
三
句「
さ
ゝ
の
葉
の
」の
五
文
字
目「
の
」に
対
す
る
書
き
入
れ「
六
」

は
、
異
文
と
し
て
、「
に
」
を
示
す
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
当
該
箇
所
を
「
に
」
と

す
る
の
は
、［
桂
宮
］［
永
青
］で
あ
る
が
、
そ
う
す
る
と
、「
六
」
本
の
異
文
と
、［
桂

宮
］［
永
青
］
が
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、「
の
」
本
文
を
と
る
［
黒
川
］［
寛

九
］
を
見
て
み
て
も
、
傍
書
は
な
い
。
こ
こ
に
も
、［
和
学
］
書
き
入
れ
「
六
」
本

の
複
雑
な
本
文
の
性
格
が
窺
え
る
。

　
　
六

　

で
は
、
前
節
の
考
察
と
は
逆
に
、
書
き
入
れ
「
六
」
が
［
黒
川
］［
寛
九
］
と
一

致
す
る
例
を
見
て
み
よ
う
。
次
の
三
一
五
番
歌
の
結
句
の
「
そ
ら
」
と
い
う
語
が
、

書
き
入
れ
「
六
」
で
は
「
底
」
と
あ
る
。
こ
の
「
そ
ら
」
と
「
底
」
と
の
本
文
の
対

立
は
、
果
た
し
て
、［
桂
宮
］［
永
青
］
と
［
黒
川
］［
寛
九
］
と
の
間
に
看
取
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

冬
の
月

　
　

冬
の
池
の
上
は
氷
に
と
ち
た
る
を

　
　
　

い
か
て
か
月
の
そ
ら
六
ニ
底

に
入
ら
む
［
和
学
、
三
一
五
］

　
　

▽
空
［
桂
宮
］、
そ
ら
［
永
青
］、
底
［
黒
川
］、
そ
こ
［
寛
九
］

し
た
が
っ
て
、
当
該
箇
所
に
お
い
て
は
、「
六
」本
は
、［
黒
川
］［
寛
九
］と
合
致
す
る
。

　

同
じ
こ
と
は
、
六
五
〇
番
歌
に
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

秌
き
り
の
絶
す
も

六
ニ
ナ
シ

あ
ら
な
ん
あ
し
曳
の

　
　
　

山
の
に
し
き
を
む
ら
な
か
ら
見
ん
［
和
学
、
六
五
〇
］

　
　

▽
（
第
二
句
）
た
ゝ
す
も
あ
ら
な
ん
［
桂
宮
］、

　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ
す
も
あ
ら
な
む
［
永
青
］

　
　
　
　
　
　
　
　

絶
す
あ
ら
な
ん
［
黒
川
・
寛
九
］

こ
の
歌
で
は
、
第
二
句
「
絶
す
も
あ
ら
な
ん
」
の
助
詞
「
も
」
が
、「
六
」
本
に
は

な
い
と
い
う
。
こ
れ
も
、［
黒
川
］［
寛
九
］
と
ま
っ
た
く
一
致
す
る
本
文
で
あ
る
。

　
　

散
花
の
も
と
に
き
て
し
六
ニ
こ

そ
暮
は
つ
る

　
　
　

は
る
の
お
し
さ
も
ま
さ
る
へ
ら
な
り
六
ニ
れ

［
和
学
、
六
六
］

　
　

▽
き
て
し
そ
［
桂
宮
・
永
青
］、
き
て
こ
そ
［
黒
川
・
寛
九
］

　
　
　

へ
ら
な
れ
［
桂
宮
・
永
青
・
黒
川
・
寛
九
］

　

右
の
六
六
番
歌
で
は
、［
桂
宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］
が
、
と
も
に
結
句
を

已
然
形
「
へ
ら
な
れ
」
を
と
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
第
二
句
は
係
助
詞

「
こ
そ
」
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
来
は
、「
こ
そ
…
…
べ
ら
な
れ
」
の

型
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、［
和
学
］
本
文
は
、「
し
ぞ
…
…

べ
ら
な
り
」
と
い
う
文
法
的
不
整
合
を
も
つ
。
第
二
句
の
当
該
箇
所
は
、「
し
」
と

「
こ
」
と
い
う
、
仮
名
字
母
の
形
が
似
通
っ
た
、
た
っ
た
一
文
字
の
相
違
に
過
ぎ
な

い
が
、
そ
れ
で
も
［
和
学
］
が
、［
桂
宮
］［
永
青
］
の
乱
れ
た
本
文
を
踏
襲
し
た
か

た
ち
に
な
っ
て
い
る
点
に
は
、
留
意
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
指
摘
し
た
書
き

入
れ
「
六
」
は
、［
黒
川
］［
寛
九
］
と
一
致
す
る
。

　

ま
た
、
三
九
七
番
は
、
結
句
「
し
る
へ
な
り
け
る
」
の
四
文
字
目
「
な
」
に
つ
い
て
、

（
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九

「
六
」
本
の
異
文
に
は
「
か
」
と
あ
る
と
い
う
。
比
較
対
象
の
四
本
を
見
て
み
る
と
、

い
ず
れ
も
本
文
は
、［
和
学
］
本
文
と
同
様
「
し
る
へ
な
り
け
る
」
だ
が
、「
六
」
本

と
同
じ
異
文
を
有
す
る
の
は
、［
黒
川
］［
寛
九
］
の
み
で
あ
る
。

　
　

夏
な
か
ら
汀
の
風
の
涼
し
き
は

　
　
　

浪
に
と
ひ
て
そ
し
る
へ
なか六
イり

け
る
［
和
学
、
三
九
七
］

　
　

▽
（
結
句
）
し
る
へ
な
り
け
る
［
桂
宮
・
永
青
］、

　
　
　
　
　
　
　

し
る
へ
なかイり
け
る
［
黒
川
・
寛
九
］

　

こ
の
よ
う
に
、「
六
」
本
が
、
当
該
箇
所
の
異
文
表
記
に
至
る
ま
で
、［
黒
川
］［
寛

九
］
と
本
文
の
一
致
を
見
る
例
が
存
す
る
一
方
で
、
六
八
六
番
で
は
、
次
の
よ
う
な

現
象
も
見
ら
れ
る
。

　
　

  

六
ニ
ハ 

ミき
イ本

　
　

夜
を
寒
きミイ朝
戸
を
あ
け
て
出
見
れ
は

　
　
　

庭
も
は
た
ら
に
雪
は
ふ
り
つ
ゝ
［
和
学
、
六
八
六
］

　
　

▽
（
初
句
）
よ
を
さ
む
きみイ［
桂
宮
・
永
青
］、
よ
を
寒
み
［
黒
川
・
寛
九
］

す
な
わ
ち
、
初
句
「
夜
を
寒
き
」
の
「
き
」
は
、「
六
」
本
で
は
「
み
」
で
あ
り
、

こ
の
点
に
関
す
る
限
り
、「
六
」
本
は
、［
黒
川
］［
寛
九
］
と
本
文
が
一
致
す
る
。

だ
が
、「
六
」
に
は
異
文
注
記
「
き
」
が
あ
る
の
に
対
し
、［
黒
川
］［
寛
九
］
は
な

い
。
ち
な
み
に
、
当
該
箇
所
に
は
、
書
き
入
れ
「
六
」
以
前
に
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
「
イ
」
と
い
う
異
文
注
記
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、［
桂
宮
］［
永
青
］
と
本
文
・
異

文
が
す
べ
て
合
致
し
、「
六
」
本
と
本
文
と
異
文
が
逆
で
あ
る
。
前
節
の
終
わ
り
に

採
り
上
げ
た
二
一
三
番
歌
か
ら
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
六
」
本
に
は
、［
黒
川
］

［
寛
九
］
の
本
文
を
［
桂
宮
］［
永
青
］
で
校
合
し
た
ご
と
き
痕
跡
が
残
る
部
分
も
有

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
七

　

最
後
に
、
書
き
入
れ
「
六
」
が
、［
桂
宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］
の
い
ず
れ

の
本
文
に
も
一
致
し
な
い
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
該
当
す
る
の
は
、
以
下
の
二
例
で

あ
る
。

　
　

た
わ
す
れ
て
い
を
そ
ね
に
け
る
あ
か
ね
さ
す

　
　
　

ひ
る
は
さ
は
か
り
思
ひ
し
も六ニ
る
ら
ん

の
を
［
和
学
、
二
六
五
］

▽
（
結
句
）
思
ひ
し
物
を
［
桂
宮
・
黒
川
］、
お
も
ひ
し
も
の
を
［
永
青
］、

　
　
　
　
　

思
ひ
し
も
の
を
［
寛
九
］

二
六
五
番
歌
は
、『
六
帖
』
の
い
わ
ゆ
る
出
典
未
詳
歌
で
あ
る
。
結
句
「
思
ひ
し
も

の
を
」
は
、
四
本
す
べ
て
同
一
で
あ
り
、
安
定
し
た
本
文
で
あ
る
。
す
る
と
、「
六
」

本
の
「
思
ひ
し
る
ら
ん
」
と
い
う
本
文
は
、
き
わ
め
て
特
異
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
当
該
歌
は
、「
て
る
日
」
題
の
四
首
目
に
あ
た
る
が
、
直
前
二
首
の
結
句

末
尾
は
、［
和
学
］
を
除
く
［
桂
宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］
に
お
い
て
、
順
に

「
な
り
け
り
」「
な
る
ら
ん
」
と
あ
る
。［
和
学
］
の
み
、
当
該
歌
の
直
前
に
位
置
す

る
二
六
四
番
歌
の
結
句
末
尾
が
、「
な
る
ら
ん
」
で
は
な
く
「
成
け
り
」
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
本
文
は
、
さ
ら
に
そ
の
直
前
の
、
二
六
三
番
歌
結
句
末
尾
と

一
致
す
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
二
六
四
番
歌
の
結
句
末
尾
は
、
二
六
三
番
歌
か
ら
の

目
移
り
に
よ
る
本
文
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
二
六
四
番
歌
結
句
末
尾
の

（
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一
〇

『
古
今
和
歌
六
帖
』
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
印
本
に
お
け
る
書
き
入
れ
「
六
」
を
め
ぐ
っ
て 

―
第
一
帖
を
中
心
に
―

異
同
を
、
誤
っ
て
二
六
五
番
歌
に
書
き
入
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
う

る
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
次
の
二
七
五
番
歌
で
は
、
結
句
「
は
や
く
は
れ
な
ん
」
の
四
文
字
目
「
は
」

が
、
諸
本
間
で
不
安
定
な
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
、「
つ
」
と
い
う
書
き
入

れ
「
六
」
が
存
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
ゆ
き

　
　

な
か
む
れ
は
く
る
し
き
物
を
山
の
端
に

　
　
　

入
日
は
や
さ
し
は
や
く
は
六
ニ
つ

れ
な
ん
［
和
学
、
二
七
五
］

　
　

▽
（
結
句
）
は
や
く
も
れ
な
ん
［
桂
宮
・
永
青
］、

　
　
　
　
　
　
　

は
や
く
暮
な
ん
［
黒
川
・
寛
九
］

書
き
入
れ
「
六
」
が
示
す
「
は
や
く
つ
れ
な
ん
」
と
い
う
句
で
は
意
が
通
じ
な
い
が
、

仮
に
「
つ
」
を
、
字
形
の
酷
似
し
た
「
ゝ
」（
踊
り
字
）の
誤
写
と
見
れ
ば
、［
黒
川
］

［
寛
九
］
の
本
文
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
歌
は
『
貫
之
集
』

六
八
一
番
（
陽
明
文
庫
本
）
で
は
、「
な
が
む
れ
ば
わ
び
し
き
も
の
を
山
の
は
に
入

日
と
く
さ
し
は
や
も
く
れ
な
ん
」
と
な
っ
て
い
る
。［
桂
宮
］［
永
青
］
の
「
は
や
く

も
れ
な
ん
」
は
、
三
文
字
目
と
四
文
字
目
が
逆
に
な
っ
た
か
た
ち
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
六
」
本
の
異
文
注
記
が
、
特
異
本
文
を
も
つ
場
合
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　

雪
を
ゝ
き
て
梅
の
花
こ
ひ
そ
足
引
の

　
　
　

山
か
た
かつき
イけ

て
家
ゐ
せ
る
君
［
和
学
、
七
二
〇
］

　
　
　
　
　
　
ワ
六
イ

　
　

▽
かつき
イけ
て
［
桂
宮
］、
か
けつき
イて

［
永
青
］、
か
け
て
［
黒
川
・
寛
九
］

七
二
〇
番
歌
は
、『
万
葉
集
』
巻
第
十
、一
八
四
二
（
一
八
四
六
）
番
の
歌
で
あ
る
。

第
三
句
「
山
か
た
か
け
て
」
に
は
、
お
そ
ら
く
書
き
入
れ
「
六
」
に
先
立
っ
て
、「
つ

き
イ
」
と
い
う
異
文
注
記
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、「
六
」
本
の
校
合
は
、
本
文
の
右
に
傍
書
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
こ
の

歌
の
場
合
、
当
該
箇
所
に
は
別
の
異
文
が
記
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、「
六
」
の
書
き
入

れ
を
、
本
文
の
左
に
書
き
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
六
」
の
異
文
注
記
に
よ
れ

ば
、「
山
か
た
わ
け
て
」
と
い
う
句
が
浮
か
び
上
が
る
が
、『
六
帖
』
諸
本
は
お
ろ
か
、

出
典
の
『
万
葉
集
』
諸
本
に
も
、
そ
の
よ
う
な
本
文
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。

　

そ
も
そ
も
『
万
葉
集
』
で
は
、
当
該
箇
所
を
「
山
片
就
而
」（
西
本
願
寺
本
）
と

記
す
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
は
、「
や
ま
か
た
つ
き
て
」
と
い
う［
和
学
］「
イ
」

の
異
文
注
記
が
、
妥
当
な
読
み
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
、『
万
葉
集
』
歌
が

元
来
の
漢
字
表
記
か
ら
離
れ
、
仮
名
書
き
で
流
布
す
る
平
安
期
に
お
い
て
は
む
し

ろ
、
こ
れ
以
外
の
読
み
が
生
じ
た
原
因
と
そ
の
伝
来
過
程
を
こ
そ
、
究
明
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　
　
八

　

以
上
、［
和
学
］第
一
帖
に
お
け
る
書
き
入
れ
「
六
」
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
、［
桂

宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］
の
四
本
と
比
較
対
照
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。

　
［
和
学
］
に
は
、「
六
」
の
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
る
前
に
、「
イ
」
と
示
す
異
文
注

記
が
す
で
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
六
」
の
後
に
は
、「
家
集
」
と
明
記

す
る
校
合
の
跡
も
存
す
る
。

　

書
き
入
れ
に
「
六
」
と
記
し
た
の
は
、
ま
ず
、
既
存
の
異
文
注
記
「
イ
」
と
区
別

（
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一
一

す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
六
帖
』
の
書
き
入
れ
に
「
六
」
と
あ
る
の
は
、

一
見
、
奇
異
な
印
象
を
も
つ
向
き
も
あ
ろ
う
。
だ
が
、『
六
帖
』
が
類
題
和
歌
集
で

あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
校
合
対
象
と
な
る
歌
集
は
、『
六
帖
』
諸
本
の
枠
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
勅
撰
集
や
私
家
集
な
ど
、
他
の
歌
集
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。「
六
」
と
明

記
す
る
書
き
入
れ
は
、
お
そ
ら
く
、「
家
集
」
と
記
さ
れ
る
私
家
集
と
の
校
合
の
跡

と
も
区
別
で
き
る
よ
う
、
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
そ
れ
を
手
が
か
り

に
、
複
数
次
に
及
ぶ
［
和
学
］
本
文
の
校
合
の
痕
跡
が
、
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
、
た
と
え
ば
山
本
明
清
『
古
今
和
歌
六

帖
標
注
』が
、『
六
帖
』本
文
の
異
同
を
、
校
合
し
た
歌
集
名
と
と
も
に
示
す
態
度
と
、

通
底
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
書
き
入
れ
「
六
」
が
、
第
一
帖
に
お
い
て
、［
桂
宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛

九
］
の
い
ず
れ
の
本
文
に
近
い
か
、
あ
る
い
は
、［
桂
宮
］［
永
青
］
の
禁
裏
本
と
、

［
黒
川
］［
寛
九
］
の
近
世
の
流
布
本
と
の
、
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
近
い
か
を

判
断
し
よ
う
と
す
る
と
、
こ
れ
が
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、［
和
学
］
本
文
自
体
、
明
ら
か
な
誤
写
を
含
ん
だ
、
あ
ま
り
整
っ
た

本
文
で
は
な
い
と
い
う
面
を
も
つ
。「
六
」
書
き
入
れ
の
ほ
ぼ
半
数
の
本
文
が
、［
桂

宮
］［
永
青
］［
黒
川
］［
寛
九
］
と
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
端
的
に
示

し
て
い
よ
う
。［
和
学
］
校
合
の
動
機
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ら
の
本
文
の
乱
れ
を
正
す

た
め
に
、
不
審
な
箇
所
を
、
別
の
『
六
帖
』
の
本
で
確
認
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
。

　
「
六
」
書
き
入
れ
は
、
禁
裏
本
の
流
れ
を
汲
む
［
桂
宮
］［
永
青
］
の
本
文
と
比
較

す
る
と
、
必
ず
し
も
整
っ
た
本
文
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
部
分
が
共
通
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
特
異
な
本
文
を
、「
六
」
本
も
有
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
近
世
の
流
布
本
で
あ
る
［
黒
川
］［
寛
九
］
が
、［
桂
宮
］［
永
青
］

と
対
立
す
る
本
文
を
有
す
る
場
合
に
、「
六
」
本
が
、［
黒
川
］［
寛
九
］
本
文
と
一

致
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
こ
に
加
え
て
、［
黒
川
］［
寛
九
］に
は
な
い
、［
桂
宮
］［
永

青
］
本
文
に
一
致
す
る
傍
書
を
も
つ
箇
所
も
存
す
る
。
つ
ま
り
、「
六
」
書
き
入
れ

に
は
、
近
世
の
流
布
本
の
本
文
に
禁
裏
本
を
校
合
す
る
と
い
う
側
面
も
見
出
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
時
点
で
は
『
六
帖
』
諸
本
に
存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
本
文

が
、「
六
」書
き
入
れ
に
少
数
な
が
ら
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
用
例
は
お
そ
ら
く
、
今
後
、

「
六
」書
き
入
れ
の
素
性
を
さ
ら
に
詳
し
く
考
察
し
て
い
く
上
で
、
重
要
な
鍵
に
な
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
翻
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
書
き
入
れ
「
六
」
が
す
べ
て
、
特

定
の
一
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
も
、
実
は
不
明
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
と
す
れ
ば
、
複
数
の
本
に
よ
る
度
重
な
る
校
合
を
経
て
い
る
と
い
う
想

定
も
視
野
に
入
れ
て
、
用
例
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

書
き
入
れ
「
六
」
は
、
あ
る
程
度
厳
密
な
姿
勢
で
校
合
さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ

る
。［
和
学
］
と
「
六
」
本
の
本
行
と
傍
書
が
逆
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
、
当
該
箇

所
の
本
文
を
、
本
行
と
傍
書
を
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
書
き
入
れ
て
い
る
箇
所
は
、

そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。
そ
の
書
き
入
れ
「
六
」
の
、
か
く
の
ご
と
き
複
雑

な
様
相
を
呈
す
る
本
文
状
況
が
、
以
上
の
よ
う
に
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、［
和

学
］
全
体
の
書
き
入
れ
「
六
」
の
分
布
を
概
観
す
る
と
、
帖
ご
と
に
用
例
の
偏
り
が

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
第
二
帖
以
降
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
別
稿
に

譲
り
た
い
。

　
　
註

１　

宮
内
庁
書
陵
部
編
、
養
徳
社
、
昭
和
四
十
四
三
月
。

２ 　
［
和
学
］
異
文
注
記
が
示
す
「
そ
さ
の
を
」
の
本
文
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
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一
二

『
古
今
和
歌
六
帖
』
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
印
本
に
お
け
る
書
き
入
れ
「
六
」
を
め
ぐ
っ
て 

―
第
一
帖
を
中
心
に
―

検
す
る
と
、「
そ
さ
の
を
の
み
そ
も
じ
ぐ
さ
り
す
る
人
は
い
づ
も
ぢ
よ
り
や
過
ぎ

て
き
つ
ら
ん
」（
月
詣
集
・
巻
第
九
雑
下
・
八
二
一
・
賀
茂
成
助
・
住
吉
の
国
基

が
は
じ
め
て
あ
は
ん
と
て
ま
か
で
き
て
、
か
ど
に
た
ち
て
か
く
と
申
し
い
れ
た
り

け
れ
ば
、
い
ひ
出
だ
し
て
侍
り
け
る
）、「
そ
さ
の
を
の　

み
こ
と
の
折
に　

あ
し

び
き
の　

や
ま
と
こ
と
葉
は　

あ
ら
か
ね
の　

つ
ち
に
も
更
に　

お
こ
り
つ
つ　

み
そ
も
じ
あ
ま
り　

ひ
と
も
じ
に　

よ
み
な
ら
は
し
て　

呉
竹
の　

世
世
に
も
た

え
ぬ　

物
な
れ
ば
…
…
」（
久
安
百
首
・
六
〇
〇
）、「
そ
さ
の
を
も
君
が
み
こ
と

の
た
め
と
て
や
や
雲
の
し
る
し
お
も
ひ
た
ち
け
ん
」（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
一
・

二
七
九
一
・
内
大
臣
）、
の
他
、『
色
葉
和
難
集
』『
和
歌
無
底
抄
』『
蔵
玉
集
』
に

も
見
え
る
。

３ 　

書
き
入
れ
「
六
」
が
示
す
「
に
ふ
の
た
ゝ
み
ね
」
と
い
う
本
文
は
、
た
と
え

ば
、『
古
今
集
』
諸
本
に
お
い
て
、
私
稿
本
（
一
一
・
一
五
七
・
一
六
三
・
一
八
三

・
一
九
四
・
二
六
三
・
三
〇
六
・
三
二
七
・
四
二
五
・
四
六
二
番
）
や
雅
俗
山
庄
本

（
四
二
五
・
六
二
五
・
八
三
五
・
九
一
七
・
一
〇
〇
三
番
）
な
ど
に
見
え
る
。
前
田
本

（
一
八
三
・
二
五
八
・
三
二
七
・
四
二
五
番
）
で
は
、
二
五
八
番
以
外
の
三
首
に
つ
い

て
、「
に
ふ
の
た
ゝ
み
ね
」
の
「
に
」
の
横
に
「
ミ
」
の
朱
傍
書
が
あ
り
、
ま
た
、

後
鳥
羽
院
本（
四
七
八
・
五
六
六
・
六
二
五
・
八
三
五
・
九
一
七
・
一
〇
〇
三
番
）で
も
、

四
七
八
・
九
一
七
・
一
〇
〇
三
番
に
つ
い
て
、「
に
ふ
の
た
ゝ
み
ね
」の「
に
」に「
み

本
」
の
傍
書
が
見
え
る
（
久
曽
神
昇
氏
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
資
料
編
上
・
中
・

下
・
研
究
編
全
四
巻
、
昭
和
三
十
五
年
三
・
九
・
十
二
月
、
三
十
六
年
十
月
刊
、
風

間
書
房
）。

４ 　

た
だ
し
こ
の
場
合
、
書
き
入
れ
「
六
」
に
あ
る
「
イ
」
の
文
字
は
、［
桂
宮
］［
永

青
］
に
な
い
。

５　
「
六
ニ
」
と
し
か
記
さ
れ
な
い
。

６ 　

類
例
に
、
結
句
の
連
体
形
「
け
る
」
に
対
し
て
終
止
形
「
け
り
」
を
示
し
た

七
九
番
歌
が
あ
る
。

７ 　

正
保
版
本
歌
仙
家
集
『
貫
之
集
』
二
二
〇
番
の
本
文
は
、「
野
へ
な
る
を
人
も

な
し
と
て
我
宿
に
み
ね
の
白
雲
お
り
や
ゐ
る
ら
ん
」
と
な
っ
て
お
り
、［
和
学
］

の
「
家
集
」
書
き
入
れ
の
本
文
と
合
致
す
る
。
た
だ
し
、
結
句
の
三
文
字
目
の
助

詞
は
「
や
」
で
あ
り
、
そ
の
点
は
［
和
学
］
と
は
異
な
る
。

８　
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
『
亭
子
院
歌
合
』
解
説
、
八
番
。

９ 　
［
永
青
］
は
、「
た
え
」
を
「
た
へ
」
と
表
記
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
仮
名
遣
い

の
相
違
は
、
本
稿
で
は
と
く
に
採
り
上
げ
な
い
。

10　

他
に
も
、
二
四
七
番
が
あ
る
。

11　
『
校
本
萬
葉
集
』
に
よ
る
。

12 　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
藤
利
雄
氏
「
仮
名
万
葉
と
見
た
赤
人
集
及
び
柿
本
集

一
部
―
私
家
集
の
成
立
に
関
す
る
考
察
―
（『
國
語
と
國
文
学
』
第
二
十
七
巻
第

二
号
、
一
九
五
〇
年
二
月
）、
竹
下
豊
氏
「
古
今
和
歌
六
帖
の
人
麿
歌
に
つ
い
て
」

（『
國
語
國
文
』
第
四
十
二
巻
第
十
号
、
一
九
七
三
年
十
月
）、
渋
谷
虎
雄
氏
「
万

葉
集
原
歌
不
明
の
歌
に
つ
い
て
―
歌
経
標
式
か
ら
古
今
六
帖
ま
で
」（『
上
代
文
学
』

第
三
十
九
号
、
一
九
七
七
年
十
一
月
）、
清
水
婦
久
子
氏「
歌
学
書
に
お
け
る「
萩
」

―
平
安
時
代
の
『
万
葉
集
』
享
受
」（『
青
須
我
波
良
』
第
四
十
九
号
、
一
九
九
五

年
七
月
）を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
拙
稿
「『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
万
葉
歌
再
考
」

（『
香
椎
潟
』
第
五
十
三
号
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）
に
お
い
て
も
少
し
く
言
及
し

て
い
る
。

（
89
）



文
化
情
報
学　

五
巻
一
号
（
平
成
二
十
二
年
六
月
）

一
三

附
記

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
文
字
列
デ
ー
タ
解
析
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
平
安
中
期
歌
語
生
成
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
番
号
１
９
５
０
０
２
１
７
、

平
成
十
九
～
二
十
一
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
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